
やわらかい幾何学 ― トポロジーの世界

佐伯　修

トポロジーでは，図形を切ったり貼ったりせず，連続的に変形していったとき
に変わらない性質を研究します．これは 19世紀末，ポアンカレによって創始され
たと言われている「柔らかい幾何学」で，数学では比較的若い分野です！最近，ト
ポロジーの実社会への応用が脚光を浴びるなど，注目の分野です．

使用テキスト：トポロジー（位相幾何学），特に微分位相幾何学，組合せトポロ
ジー，結び目理論などの基礎・基本に関する本を（たとえば以下の本などから）受
講生と相談の上，選びたいと思います．
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セミナー実施方針：通常のセミナー形式で行います（つまり，受講生が自分で本を
読み，その内容を理解してきた上で，セミナーでその内容を発表します）．なお，
３年セミナーで用いたテキストを４年のセミナーでも継続して用いるかどうかは，
セミナーの進行状況などをもとに，受講生と相談の上決めたいと思っています．

問い合わせ先：マス・フォア・インダストリ研究所，佐伯　修

研究室：7階D702号室（または 5階 IMI所長室 D-521）
電話：092(802)4486（または 092(802)4437）
電子メール：saeki@imi.kyushu-u.ac.jp

ホームページ：http://imi.kyushu-u.ac.jp/~saeki/index-j.html

（セミナー紹介動画：https://imi.kyushu-u.ac.jp/~saeki/seminars-j.html）

参考 (教員紹介ページより)
位相幾何学（トポロジー），特に写像の特異点論

を微分位相幾何学的な立場から研究しています．た
とえば目で物の形を認識しようとすると，その輪郭
が重要な役割を果たしますが，これはある写像の特
異点集合だと解釈できます．このように，写像の特異
点は物の形の本質的な部分を担っていると考えられ
ます．こうしたことを数学的にきちんと定式化して，
多様体などの幾何学的対象を調べてゆくのが，私の研究内容，及び研究指導内容です．ですので，
そういった研究を目指す場合は，単に形式的な数学の議論を追ってゆくだけではなく，それが意味
している幾何学的背景を常に意識することが大切です．なお，トポロジーの他分野への応用にも興
味を持って研究しており，DNA結び目，多値関数データのための視覚的解析などの研究も行って
いるほか，トポロジーを使って物質・材料の性質をミクロなレベルから考察することにも興味を
持っています．


